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ガラス面 コートなし ガラス面 フォーミュラＣＣ10％ ガラス面 フォーミュラＣＣ 20％

ガラス面 フォーミュラＣＣ100％ ガラス面 フォーミュラＧＣ100％

ガラス面への施工は、通常の掃除を対象とする場合、摩擦係数の低い、

フォーミュラＣＣ適切となり、濃度は２０％が適切と思われます。

ガラス本来の強化を行うには、フォーミュラＧＣが適切となり濃度は、１回施

工の場合は、１００％、日常的に使用する場合は、１０％～２０％程度が適

切と思われます。

〇 フォーミュラＣＣ１０％溶液では、摩擦係数のグラフの振れが生じたため、

２０％溶液で同様の試験を行った結果改善された。

〇 フォーミュラＣＣ１００％溶液では、摩擦係数は増加した。

〇 フォーミュラＧＣ１００％は、押し込みのグラフ曲線の変化から、ガラス面

の強度を増加させる効果が認められた。

ガラス施工における摩擦係数試
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摩擦係数

フォーミュラＣＣ１０％で、摩擦係数を３０％低減しました。

濃度が高くなると摩擦係数は増加しました。

耐圧力性

フォーミュラＣＣはガラスの耐圧性を向上させることは

できませんでした。

フォーミュラＧＣ１００％を施工した場合は、〇Aの示す

とおり耐圧力性を向上させました。

押し込みグラフも全体的に緩やかなカーブを描いてい

ます。


